
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

子ども青少年局　　保育課局・課名／　　

7,700備品購入費

016

事業内容

関連事業

整理番号 14

拠点となる公立保育所に家庭支援担当を配置し、通所する要支援家庭
の状況把握と、よりきめ細やかな対応を行うことにより、育児の不安
や負担の軽減を図る。また保育所等に通わない家庭（地域在宅子育て
家庭）への支援を強化する。

事業目的

継続実施

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計

各家庭支援担当は、下記業務を行う。
① 要支援者の把握（個人ファイルの作成）
② 要支援児童・家庭の見守り・支援
③子どもの日常の様子を見守り・家庭訪問等による養育の状況把握や
声掛等
④ 各区役所の保健師や家庭児童相談員による訪問の補佐・連携
⑤ ケース連絡会議
⑥ 保育所での子育て支援
⑦ 地域在宅子育て家庭への支援

0 45,326

内容・積算等

公用車＠700,000円×11台

36,666

23年度要求額

＠9,700円×270日×14人

(単位　千円)

960 パソコン＠80,000円×12台

平成21年度決算額事 業 名 保育課一般管理・公立保育所運営事業
（家庭支援担当者の配置）

主な要求内容 （単位：千円）

賃金

平成22年度予算額 平成23年度要求額

45,3260

全体事業費

0事 業 費

項目

児童福祉法、改正保育所保育指針で保育所・保育士の業務に地域子育て支援の実
施を位置づけられた。また、堺市子ども虐待検証部会においても、保育所による
要保護児童・家庭への支援が可能となるように体制の充実を図ることが提言され
ている。このため、拠点となる公立保育所に家庭支援担当者を配置し、保育所側
から積極的に家庭へ出向き、見守り・フォローを行うための費用を要求する。

22年度予算

事業期間 　H　～　H　　

現在、共愛・ちぬが丘・しおあな・若松
台･宮園・美原にし保育所６か所で事
業実施

拠点となる公立保育所で家庭支援担
当を配置し、事業を実施する。

【経過（～22年度】 【23年度】


